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〔研究ノート〕

｢農水省“ブランドニッポン・プロジェクト”の検証

’三1本産農産物のlliiii出事業榊想，５年後の評Ｉｌｌｉ｣’１

●
●
 

小）|｜孔輔

から誠論をはじめることにする。
はじめに

ｉ(1j外からの腿彫物の輸入攻ｳﾘに対して，従来は

ｌｉﾊﾟ戦一/jだった|]本の腿業（111(莱｣１１両)および腿雛

ff）が．新世紀に入ってからは，こ化fでに兄ら

れなかったようなiiIi極攻勢に転じている。，11(府

(腱水宵）と｣'１１万'二ｌｉｆｌ体（とくにﾉL州地区）のziH

弾による，いわゆる「ブランドニッホン・プロジェ

クト」のJli紫推進である。ｌ小Ｍ；の腿I)r:物を，と

()わけアジアの国々に|（'１けてｉｌｌｉＩｉｉ的に輪llIしよう

とする11ﾘ)きが起った背景には，hLlllliiliﾉﾉを利川し

た腱111(への政策転換（｢腱jllliiﾉiの改ili」や「腿雛

分1ｌ１ｆへの株式会；|:参入｣）とアジア諸lljlとの'''１の

貿易収支バランス（'１１際分雌と交易条件）の蛮化

がｌ:げられる゜

水|Ⅲ}兜ノートでは，｜｣本の111(fiji111局（農水筒や

｣111ﾉujlLlif1Iﾉk）がどのような形で「ブランドニッホ

ンァｌｊ業|川All」をｌＩＩｉ逃しているのかを，町堆・ＩＩＬ物

とｲﾋﾞき願を'''心にまとめたものである二’二1本の腱

紫行（農業１１１(ｲﾐ）が隙fj2iE物の柿|||リi業にどのよう

にllHo組んでいるのかの奨態について，農業経i所

分野の研究背が系統的にまとめた記録が皆無であ

る。したがって，Ali近５Ilzllllの１１例を11綱!してお

くだけでも，それな(〕の意味があると兼行は考え

た。なお，｜]水を含むアジアの囚々における「植

物肯IiWi椛保謎」（ﾉ)定菅をiliIlr山的に記録として熟

l1l1しておくことも．イパ研究ノー|､をまとめたひと

つの'三11.1<1である。

以卜では．｜」水のような,1./iIujに成熟し/こ絲済ｉｌ：

会において，「輪llllf1け腿i>『:物のブランド化」を

どのように災｣兇するかというiM点から識論してみ

たい。ｌｉｉＷｊに，参芳までに．［1本を代炎ﾘｰる流通

ブランド「無１１１良１１１,１，」が，ll1lljlで知(|(1)ﾘ｢<1樅（１１Ｗ

標|iii）をどのような形でﾄﾑ書ざ札その後にliili(|：

がブランドの復椛をどのように果たしたかのIlllml

２知的所有権「先願主義」に関する中国政府の

政策転換」：ＭＵＪＩの事例

いまや世界的な「馳門商標」（il1lL1iWiで「｛１名

ブランド」の意Illi）となったＭＵＪＩブランドが，

５年'111,'１[lilｲﾊﾟｔで「1111印良,!i/,／ＭＵＪ[」のブラン

ド門で衣料,Ｉｉ１１Ｉを販売できなかったことはあまりに

も１７名な話である：昨fl2（2()()5ｲ|:）１１１１，ようや

く111[Ｊ１|画家二[耐行政竹1111総}､)は尺l1iI1ｽﾞl1imの訴えを

認め，７１１に_|ヨガ'jに''１１１１iした無印良,h１，のAI荊Ｉｉでは，

<|司末１１W戦でⅡIIiｲ'て無１１１ブランドの衣料１１Ⅱ'１を販売す

ることができるようになった。将ｲﾉiであれ無台で

あれ，’二|ｲﾊﾟ苑のブランドをllllli1でIj4IWＩするときの

llilW〔な教iilllとなるIli例である。

『｢1総ビジネスＩ（2006年ｌ）］161」〉ﾅ）による

と，ド|｢の発端は1()95<|:に遡る｡.』良,ｌｉｌ１計lllliは91('２

にff港に進||Ｉしたが，「1111印良Ｉ１ｉ１１,」と「ＭＵＪＩ」

の1111n本二|苫でのlii標〈f録は，良IIiil計ldIiではなく地

元香港の企業「Mi能投資ｲﾌﾞ限公而1」が先んじて〈；

録済みであった。香港とＩｌ１Ｉﾖｲﾐｰﾋでは1ﾉiililll座がｿ＆

なり，’'１国水｣:では「馳門lili標」（世界的にｲﾌﾞ名

だと認められＩ1W標は，未(f録であっても悦倣背か

らＩＮＩ標椛を護ることができる）という概念がなかっ

た。ユ111｝はill的iﾘ｢(丁椛にＩｌＵ－ｊ~ろ法(ｲ〔系が盤(１Ｍiされ

ておらず，Ｍｉ標蔽録にULIしては''１.い背勝ちの「先

Wii蔽録」が11i災|:はｲﾌﾞfllであった。

１１ﾉiililllqiのＭ(|Ⅱ]を突かｵlに形になった良'１ⅡI1iiliilliは，

2()0()ｲ|:５)]に'''１１[il政府に((M能を,訴えることにした。

ところが、香iUiの(ＩＭＩ能ブランドは，すでに''１国全

｣:で20Ⅲ１滴,liのノノジユアルウエアの11'ｉ「無jlll」をIj〔

１冊Ｉしていた。１１１棟椛使川に'１４Iして法廷係ｲﾄ''１の''１１

にも，IlX能の「無jlIlllIi制」が|:ｉｆｌｊなどでｲﾐ家のブ

ランドイメージを浸食するというmi態が続いてい
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１３２１１)』水行．`プランI:ニッＪ１《ン・プロジェクト．’の検証：’1イＫＩＩ剛11)lfI力の輪ｌｌｌ亘'1業ＩＭＪ１．５('ﾐ後ﾘ),ｉｆ価｣’１

た。Mfijliブランドは，１１１然志向の｣|：iIJi火'１１．１１k〔ｌｉ

１１ｌｉという「本家」のブワンドイメージとは似ても

につかないディスカウントタイプのカジュアル衣

料,Wi1iであった。

lili標椛の係争案件として長いlWlIllを要したが，

雌終的にIlllll政府は良,１，},計lmiの訴えを受け入れる

ことになった。今年になって．liWili仁沁|してi畑･:・

ｳﾋﾞ語の二つのブランド門のI1ljlllを差し112めろ決定

をＩＬた。’'１囚がＷＴＯにﾉﾉⅡ|M1してから`1〈ｌｉＩｌＩ１が

経過しているが，そのIlllにさまざまな分野でⅢ際

ｉＩＶな企業iIlM)jを『|!する法iljlⅡ座が瀧(Illiされてきた。

11W蝋１１F勅に|Ｈ１しては，今〈|:になって･ヒブンール

ブンが．IlIl1jl全土でのフランチャイズi1Iilli11（llIlIjl

語では，「特許経営管lIl1｣）を認､｢された。今lijl，

ＭＵＪＩ（無Ｉ?|]）ブランドの他１１１にllLlして，馳fnili

標について先願を認めないiMlrを下したことにな

るが，これは'１１国政府にとってｌＩＩｉ山''１りな1111断(ﾉ)転

換点である。

以下では．’三|本発の腿|;|《水産物をアジアのiMⅡ､，

とくにｌｌ１ｌｒｌ・台湾で軸'１１．販売を検討する1馴合に，

ブランド櫛I]'1の観点から|刊怠すべきL|(Jllを｣)ljlIlの

I)i例を交えながらまとめてみることにする。ｌｌｌｌｌｊ１

の無印良,Ii1111lll'|:から学び取るべき牧訓は、以下の

４点である。

（１）【l1lIillIl(府の外貢ブランドに外Ｉする姿ﾀﾘが，

いｆだ'1M定的ではあるが．できるだけ111際的

なｌＷｉｌ１ｉ(リ|ルールをjl1Il守する方|（'1に空わってき

ていること，

（２）ｉＷｉｉ;W｛樅の侵害に'１１Ｉしては，たとえmiIillでも

ＩＩＴに触れて'二ＩｉｌＩ:ブランドのIli当性を=i皇ilIiし，

場合によってはi1iillに訴えることもＨｆさない

態11rを堅持すること，

（３）法的な訴訟に|勝つためには，｜ﾘ11当|な証拠や

ｉｌ１ｊ外ﾘ『業の実統を示し続けるﾀﾅﾉﾉを継続する

こと，がﾉ山)である。また，それに)Ⅱ|えて，

（１）ルAjlll企業（家）でブランドをll1ってくれる

良き州'1先（パートナー）を兇つけること，

である。

’'１に|水二tで'三１本iriH1ilri物についてプレミアムIllIi

([!'iを確保しようとするならば，工業製,W,とl1il様な

ｌｌＩｉｌｌｔが必要である。腱ｉｌ１ｉ物が例外であるというこ

とは全くない。

２日本からの農産物輸出とブランド構築

まずはliWjliに，’三Iｲ蝿のブランド腱産物の輪１１１

ﾉﾐ態を見てみることにする。図表｜は，『'三|小農

蝋Wilh1`］2006年１月３１二１号からの抜粋である。［１

本の全国各地から，リミに多くの腱i雁物が'１１界'|】に

#iilllされていることがわかる。

図表１世界に挑む日本ブランド

Ｕ」ＵＩ６Ｈｄ

ｨjD2雪７３
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経溌志｛'６第43巻２号2006ｲＩｉ７１１１３３

家fli（ソニー，バナソニック）や'二Ili1jIli（トヨ

タ，ホンダ）などの二l:業製１１W,分野において，さら

に近年は力Ⅱ兀食,W，（キッコーマン，ハウス食,１１１，．

味の素）やサービス''１乗分野（ベニハナ．吉117家，

'１１（千ラーメン）においても，’三１本ブランドが世界

を席巻している。そうした'１１で，［|本発のブラン

ドが勢力範ｌｌＩｌを腱業分野に広げようとしている。

股水管が「農林水脈ブランドニッボン輪Ⅱ|促

進都道府県協議会」（腿長・Mh1i木卯ＭＩＩ元農林水産

rll称次官，当初32部道Ｉ１Ｉｆ県が参力Ⅱ）を組織したの

は３(i:前の５月のことである。輸入縦に比べてそ

のわずか20分の一にも満たない'三|水の輪lIl腱産物

を，高付ﾉ111(iliIiliiブランドとして海外に売り込む政

府主導の運動である｡.】

2003年度より，ジェトロは食品の輪'１１促進Ili業

を同組織の雌重点zli業として実施してきた。同年

７月には，ジェトロが「'三1水食[Ｈ１等海外ilj場|)Ｈｌ１ｉ

委員会」を発足させ，以後，米、果実，野菜等の

,'１１１,'二1>111に各国でTlj場調査を行っている。、’翌年

(200`!〈|モル１月には，農水省内に「輪llIl}1巡室」

が設椴され，海外への腱産物普及rli業報に約８億

'11の予算が付いた。’－１本の膿j紫物は輪lllの||$代を

迎えようとしている。

観光分野（長lMiハウステンボス，宮lliliシープノイ

ヤ，大分)１１１府温泉など）でサービス'11111地域となっ

た九州地区の膿業生産背やTlj場関係iLfは．輸|{ＩＩｌｉ

業に対して熱心である。釜''１（蝉|正|)，大述・上

iii（｢l1lZil)，台北（台iwii）は，ノL州から'二|と脚の

先にある。下手をすると，東北・北海道より11〔ア

ジアの国々のほうが地理ilVに近い位i趾にある。物

流コストの面でも、また，食文化（味）や|ｉｉｉ生活

(色彩やデザイン）に|1Mする感覚においても、九

ｌＩｌと束アジア諸国はきわめて親しい関係にある。

多い。’1つの取り組みを細介する。

〈聯例Ａｌ：メルヘンローズ(台湾向けのバラ)〉

切り花の袖''１に|側Ｉしてはこれまでは，flZ末や||］

jlI月，パレン父インデーなど，冬場のスポット取

り|が｢|,心であった。2001(|：２ﾉ三lに，大分県玖珠111「

のメルヘンローズ（小llIllfllIiil〔社長）がバレンタイ

ンlfiIけに台湾（台北）にバラを袖Illした突統があ

る。｜U:界｢|()に見ると，バレンタインデーはｿ)性．

女性に'１M係なく，好きな人に花などを'191る|]であ

る。女性がﾘﾉ性にlfiIけて鍵の告に|をする'二|にして

いる'三１本は，世界(|(1に見ればむしろ例外である。

台湾も，この時|U1は薇ｌＷ１質のバラが不足する。

そこで，｜]本の切り花輪}I}入ilV社（シースノノイ：

iilj下展山社長，当時）とメルヘンローズが組んで、

スタンダードタイプのバラ約1,000本を台北に轍

|{|することになった。ＦＯＢｍｌｉ格（腰湯減し価|(）

で一本llOlllと１１５１１１の買収契約であった。’W１画も

良く現地では高値で売れた。最大の'１１１題は，この

l1iFIU1には'三1本でもバラの需要が大きいことである｡

冬場で数品的に少なくなるので，供給が需要に追

いつかないことである。国内T'１場でもある程度の

値段がついてしまうので，ｌｉｂ念ながらこのllWjlは

翌年は継続できなかった。

〈IIi例Ａ２8編|lfil化ili場（香港|(りけのシンビジ

ウムの鉢花)〉

２齢|=1のケースは，九州からのシンビジウムの

香港向け輔IllのIWilである。この(!':には，コピー

iNiIY1の氾濫対莱の|Ｍ１題を含んでいる。編lhilの花Tli

場では､数年前からシンビジウムの鉢を香港やシ

ンブノボールに'11荷している（宮崎県からもシンビ

ジウムが輪'１１されている)。当初は２～３本立ち

の小振りの鉢が'三|水''１で７～８千''１（小売I111ilh）

でllRﾘ'されていた。しかし，クチコミで情報がす

ぐに行き渡ってしまう。すぐに摸造品が'111回|り、

いまや|両1じIllj段で３～`l木立ちのシンビジウムが

当たり前になってしまった。翌ｲﾄﾞも|同|じilWAi1lが売

れる保証はないので，｜Ｚ１内股家にililll仕様のiNi1liiil

を委託生藤させるリスクは大きい。

他方で，従前からあるIIiiI1bliについては，ｌｌｌ国や

蝉ＩＥＩの生雌背がパテント料を払わずに安く輪Ｈ１し

てくる。１W,｢1ＭFの保繊法はあるものの，罰1111規定

３日本からアジアへの切り花と鉢物の輸出事例

筆者が会長を務めているＪＦＭＡ（'三1本フロー

ラルマーケティングllj会）のｌ１Ｌｌ係昔IiIil辺でも，問

,IⅡ)質のliUり花やシンビジウムの鉢物を，魁かになっ

たアジアの大部ilr部に販売しようとする1iﾉﾉきがあ

る。ただし、［|本からの輪|{I花き獄を継続(Ｉ<}に高

lI11i格で販売できる保証はない。アジアの消YI(市場

を攻略するには，兎111iしなければならない課題も
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ＰＲ用に100本輔'11)。輸出後の報告（IIP参照）

によると，「輸什}に関しては，着荷状態に問題は

なく，品質も高く評(Illiされた.グランプリ前の収

組みであったため，台湾ではミサトレッドの知名

度が低く，販売価格（１本約243111）は低かった。

また，台湾・」:海ともに関税が高く経費がかさん

だため，大幅な赤字となった｣。

は無きに等しい。結果として、日本の輪lEH楽音は

いまや利祐が全くとれない状態にある。アジアの

主要都市部で花の市場や高級花店を覗くと，「|本

の有打なシンビジウム会社（河野メリクロン：本

ﾈ|:徳島）の模造品が堂々と同社のラベル付きで販

売されている。数量も半端ではない。本物より品

質は劣るが、値段は３分の一以下である。商品の

良さが判定できない未熟な消費者には，良17,とま

がい物を見分ける能力はまだ備わっていない。 く花き輸出のまとめ：物流コストと植物検疫〉

三里のグロリオサの''''1でも指摘されたように，

スポット取引での問題点は，品種権保護というよ

りは，高い関税と輸送コストの問題が重要である。

シンビジウムの場合は，九州の港からコンテナ

中位（約600鉢）で出荷される。２千''１前後で仕

入れても．香港や上海の港に到着した時には倍の

値段になっている。日本向けの輸入切り花の費川

構造を調べたことがあるが．タイ（デンファレ）

やマレーシア（スブレイマム）から運ばれる切り

花の輸送コストはそれよりは低い。数量がまとまっ

ているので．航空会社は有利な運賃レイトを適1M

してくれるからである。多品種少量のｎ本からの

切り花は，現状ではかなり割高になる。花き類の

海外lll荷にあたっては，農産物の輪H1立国として

アジアの消費市場をどのように攻略すべきかにつ

いて、販売戦略的な面から全体の絵図を描かなけ

ればならない。個別業者の努力にはおのずと限界

がある。

これまでは零細で低い生産性の国内農家を輸入

品から護るために，農水省は植物検疫制度を堅持

してきた。ところが，輪Ⅱ|を視野に入れた途端に，

貿易政策に関しては全く逆の立場にとらざるをえ

なくなる。輸出を志向する企業的農家からは，野

菜や花きの輸出先国の検疫制度が理不尽に見えて

くる。これまでは，輸入促進に国費を投じること

に謄階してきた農水省も，農産物の輪Ｈ１促進とな

れば話は別である。陸海空の物流関連施設を増強

し・輸送ルートを固めることが輪}l}促進には必須

である。

〈事例Ａ３：八幡平市のりんどう〉

「秋田県八幡平市では，ニュージーランドの輪１１１

業者をアドバイザーに，2002年からオランダや米

国へリンドウを輪lEHしている。2005年には、それ

まで７日かかっていたihj外市場への輸送日数を３

～４日に短縮し，鮮度向上に努めるとともに、コー

ルドチェーンの確立を'二１桁し，オランダの花きTlj

場でも高い評I111iを受けるようになった。一方，採

算性や欧州での需要期に合わせて開花する品種の

育成などが急務であるほか，需要の掘り起こしや、

海外での評価をてこにした国内でのブランドのIlli

値向上が課題となっている｡＊５

ちなみに，筆者の知るところでは，八幡平市と

ニュージーランドとの相互交流は，いまから15年

ほど前，ＮＺ脚烏の最南端で安代（現在八幡平市

の安代地区）の農家が，日本産のりんどうの品種

を移植して生産したところからはじまっている。

季節が逆の南半球で，端境期の花を作るというア

イデアからスタートしたものである。

く事例Ａ４：高知市三里，グロリオサ〉

国際グランプリ（11月オランダ）を獲得したグ

ロリオサ（ミサトレッド）が，2003年１月に台湾

に輪１１１されている（2005年に中国，’三海Tljに試験

Ｈ１荷)。ＪＡ高知市三里支所園芸部の取り組みを

紹介する｡＊６

輸出相手国は台湾で，実績は1,620本であった

(輸出金額394,200円）。輪'11経路は，高知→東京

→台湾（空輸）となっている。大田花きのＩＩｌｌ介で，

高知巾の「土佐の花」国際発信事業の補助を受け

て一回の輸送が実施された。しかし，台湾（上海）

はともに関税が高く､輸送経費もかかるため，そ

の後は本格的な輸出には至っていない（上海には

４中国・台湾への農産物輸出（１）：品目別の

現況

つぎに，国別・品'二|))11に，米，野菜，果物の輪
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出実織を見てみることにする。’又1炎２は，代炎的この`IIh11El以外の輪'11は，金額，数最ともごく限

な農産物（コメ，リンゴ，ナシ，プノキ）の輪ｌｌｌｌｉｉｉられている。

移を統計データで示したものである（図表２）。

図表２農産物の輸出（貿易統計）

１１t(1)://ｗｗｗ・custoIIUs､go.』l)/t(Jllk(Pi/srch/ill(1()x｣1ｔ、

(a）コメ（精米）輸出先（2005年）
コメ（精米）輸出先（2005年）
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(b）りんご輸出先（2005年）
りんご輸出先（2005年）
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香港
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その他

総計

8871,8'１０１，８１５１，５２０９，`12116,lLl 

668２９７３０８２２１３３１２５８ 

9,458 

１９１ 

，Ⅲ 

400 

10,089 

160378 

２５Ｕ 

ｌ３２ 

339 

17,099 

兜

７７１小１０‘１９２‘13,1４５５ノ118

2,3272,5772,(i1６２，１７５１０，２１０１６，７９１ 

価額(百万''１）台湾
香港

「'１国

166 

226 

2,667 

８５ 

１６ 

305 

126 

337 

115 

4０７２１３９４４，０１０ 

７６９８９３ 

5.020 

１１６ 

５９ 

その他２３１１７６１５７１３０１６５１６７１６５１５５

IlIりい「Ｗ易統計」
＊比率は(fi額ペース

}(Iﾘ|いⅡｲ勝行貿易統而Ｉ

(C）なし輸出先（2005年） なし輸出先（2005年）
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３３２ 

１，１１９ 

‘181 

‘１００ 

２，９４５ 

５３３ 

385 

1,920 

‘115 

４９８ 

１，７６１ 

３７７ 

725 

681 

403 

９０８ 

７６９ 

３６８ 

２７ 

６５ 

２，１３７ 

,１７２３０８‘１７５２２５９１７７ 

総;;|・5.407‘1,1873,1952m8602,6641,8861,951

価額(i1i刀'11）台満
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(｡）かき輸出先（2005年）
かき輸出先（2005年）

鮒Ｉｌｌ先’99810992000200120022003200`１２００５かき
そ

168 

299 

1６２ 

３３７ 

122 

232 

146 

２３ 

2０６ 

１９６ 

１３ 

０ 

教li（（トン）タイ
香港

台湾

その他

１０１ 

２５４ 

]８１ 

４３９ 
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９５ 

３２ 

2９１ 

２１７ 

９７ 

237２５４１７３３６ 

総計５９２８７，１６１０ 535 

３６ 

６７ 

523‘|`1１２１２６０５ 

IIIi額(i:i〕７１１１）タイ

香港

台湾

その他

34 

6,1 

5０ 

７３ 

`１０ 

５７ 

１
０
２
－
⑨
 

３
５
５
 

８
２
０
２
 

８
５
３
 

62 

10 

２１ 

０ 

1１ 

２０ 

１３ 

０ lllJlい「貿易銃ｉｉｌ」
＊比率は価額ペース

6３'1(；３１９ 

総計１６１１６９１２８１１１１３８１２３８０１７２

''１りい||ｲ務背日易統計

かき１kgあたり単価の推移

1９９８１９９９２０００２００１２００２２００３ 2００１ 

３３２ 

2005 

272１９３２００２０８２６３２７７ 284 

なお，l1iilll入関連では，各|】胸に輸入Mlllillがか

な()典なっている。香港とシンプノボールは，ＩＩＬ産

物は基本(１１に無税で，植物検疫もない。それに対

して、台湾，タイ，’'''１Jは，許認可ilillllIがあい

品|=1ごとに|in入制限がある。きびしい械物検痩も

ある。とくに，タイは'三I本藤ミカンを１１iii人禁||:１７１

|]に指定している。’'1国では，梨．ねぎ，お茶な

どはjmlX1ﾘﾐ紬があるが，米やIili，イチゴ，IlllilMri

にはいまだに輸入許可がおりていない。先の兇j、

しも立っていない。以下は，日本農雄物のブラン

ド化とlWI1ililIl;保護にll9jlhした記述を，二|:として，

台祢と｢11国を中心に要約してみる。

よる食|Ⅱ《低下で，（(沼コシヒカリの食'1ﾉ|緋は高く

評lllliされなくなった。予定されていた「あきたこ

まち」の輸入も'''1上された。

もっと安い値段でおいしい日本米ということで，

l;》'１４ﾘT1の減農薬・減化学llU料米「西いわみへルシー

元氣米」の輪'１１が2003｛|ﾐに決まった。その後，

｢聯米公司」や大手スーパー等と調雌が行われ，

1TⅡＩｉ１ＩｌｌＩ(切れの際の対簸（ｆ((沼コシヒカリは賞味

lO11U↓切れで大量に返品された）などが討議された。

台北のショッピングセンター「微風広場」（B1･eczo

Sulxw，350坪、15,000アイテム）など（i1li川正

史総経IM1）の協ﾉﾉで，２ｋ19380元で販売されるこ

とになった。

魚i<{産コシヒプノリはｌ}(g250元で，好ルド均１５

トンの充_ｆがある。１１(lw83元の台iiQiコシヒカリが

その2Mf300トンイ1,1度の販売があると見られてい

る。ヘルシー米はlkHl90元のhllil荷設定で，１５ト

ン以_|:300トン以下の販売が見込めるという（東

野2005))。傘ミル'1(のＪＡ西いわみの「ヘルシー

フヒ氣米」は，人的支援で成功したと報告されてい

る（竺剛:兇2005)｡＊，

くrli例Ｂ５：台湾の|]水ブランド米〉

台湾でもコメは過剰生F隣(１１/ｌｉで，生W;調W1が行

われている。｜]本のブランド米の中では，コシヒ

カリが人気である。国内戦略のほか，米lrlや５判{｜

からもコシヒカリが輸入されている（ジェトロ

2004)。＊72002年当初，ｌｉＬｌｌＩ１Ｉ愉入米としては．魚

沼コシヒカリと新潟コシヒプノリが輸入され/こ゜輸

入元は台満大手のコメA:|I売り販売会社「聯米公同|」

で、「''１興米」のブランドで知られている。liil公

司が既存の台湾産米|仮売ルートを使って，台湾各

地で'三l水産コシヒカリを販売した。｜n1i(l:は，｜]木

米を扱うことで|と|社のブランドイメージliil」:のjｕ

いもあったという。しかし，２kg500元という価

付けは高すぎた。消Y1ljuも台北に限られ，衿さに

くりi例Ｂ２：青森産のりんご〉

1960〈'２代後半までは，｜]本から２万トン近くの

りんごが輸出されていた。米国産との競争やlLl高

で，その後輪Ｉｌｌは長１１１低落ｌｌｊｍにあった。背森の

()んごは，明治32<ｌｉに轍lllllH始，雌{翻り|の1940年
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には２Ｊjトンu」名を輪１１Ｉしていにﾉﾐ績がある。

1990<|：，りんごLILil･の輸入が光全l2l1I1化され，ｌＩｊｌ

内のバブルMil域で．Ｗ１ＩＵｌＩ;代には'1i'illllは束i+iアジ

アを[''心に高級リンゴ鮒'11戦略をとったが，それ

ほど),lU1jしなかった。

りんごの鮒||{額は2005<|§で53.5低''1。そのうち

台湾lhlけが50.2億''１で，全休(ﾉ)(),|船を占めている。

2004ilHに輪'１１額がiM(少したのは，台lJllの影紳によ

る収秘減少と価格１１.lilMiの彩潤1である。台湾のWTO

ijlllMluiMiは、囚)１１１輸入}｛し（ｌＱ）が(jうり，米lllに

は１０万トンもの;I9lり型1てがあった。「１本向けには，

いわゆる｣U(治枠でiWiWiに'！↓って〈|:2000トンの変

ＮＩＩ的割り当てがあった。Ｗ'|､Oj1lllMI後は，｜Ⅱ:界'１１

から台ill1iへの輪''１がii｢能になり，lILl税を払えば，

月Il1に輸入可能になった。lIlllIに、’10税も5(Ｍ,か

ら20Ｗこり|き卜げら札輸入枠の人礼制度も廃Ｉ上

された。この点にＩｌＵしては，ＩＩＵ税;ＩｉＩｌ』による竹１１１１

が残った梨とは異なっている，米lIili)iFのシェアは

低1してお(〕，日本lルトの外lI11li(;の平均輸入価Ｗｆ

は，１ｋKあたり２()台祢〕ijで|］/Ｍｉの半分である

(ジェトロ2004）。.１０

合符の｢|水産りんこはＩイドをinじて輸入がある。

日本産は「ふじ」２８]《サイズ（101<１３の#Iilに281Mは

いる大きさ）がIIlM250～3201'１．’１W答１１）「むつ」

88個入りｌ箱5,2()Olllである。ただし，小1〈の１１１１

袋ふじではlll4l831Ilのものもあり，米国産ふじ９９

円，韓'１１藤ふじ1321'1に対}/〔できる物も|{'てきて

いる（深澤2006)｡､'１リミ際に．ノ１ｔ近は[|ｲｽﾞから

比較(l()安いサンふじや]｛林．’'１小ｌｉの輪111が｣Ｗえ

ている。従来は，｜llili11（赤い色が好まれる）の

贈答や１１１１仏供養111に「'１１:界一・」「陸ﾘさ」など大玉

が[''心だったが．家庭ｉｉ１ｉｆｌｌＩｌ１の,１，I1m1iの輪|||が(Illび

る形になっている（ＩＩＬﾘﾐ|]本２(心I)。．'２

米国の『ＧＡｍＷＩ((1)〔)rtJ（2003｛'２９１二|）でも，

台湾における「｢１本ｉｌｉＨ」のブランドノノの強さに言

及されている（蝦j(《１Ｍパ2004)｡･川なお，US1)Ａ

(米国112扮省）のIlllOルホートでは，台湾は米|、

の隙1芸作物の輪ｌｌｌ先として，金＃【iでは'１１:界(i位、

人[|当たりのiiIiY1lII1iではカナダについて２(,I/〔であ

り，（ili格に敏感ながらソフィスィケートされたマー

ケットとみなされている。米l11ll1i'|{鮮りんごの輸

入量は．2003<|ﾐ3,25()ノノドルだが，今般に川ｔｌ１１産

の落蕊|'lHfli鮮果：ﾉﾐの台満でのシェアは-卜降気味だ

という（US1)Ａ2004<|ルホート)。＊'；

｜[/1物検疫はｗ'｢()川11111を契機に強化され，ダニ

付首による峨燕やﾀﾞｌｉｌＷ腱薬検i1iで，最悪コンテナ

111位の廃棄処分もありえる。したがって．輸入検

i1iは人きなリスクになっている（深澤2006)｡.';

なお，台湾の腿堆麺三I会では，モモシンクイプノの

苑4MUI城である'1本・くり1鮴1り;ル・ロシア・人陸か

らのりんご・梨・桃などの輸入禁1ｔを検討''１との

Ｉｉｉ州lもある（'i:((:兄2005)．'し

りんご輸送では，ｉ)iFllllのif;蔵h|(からリーファコ

ンテナか冷蔵il〔で１１１内・iiljl:輸送され，’１１丁国ま

でのコールドチェーン輸送体系が確立されている。

切り花などとはちがって，物流のｌ１ｌ１題はほぼ解決

ざｲ'ている。llI1Wiボックスは，，蔚級ｈｆ１ｉｌｉｉでは発泡

スチロールのアイスボックスが主体で．台湾国内

でも冷蔵保存されている。小売りもスーパーや百

貨１１１i，果実(ＩＮ１ＩｌＩＩｉでは(〕蔵シニ,－ケースで販売さ

れる。しかし，露ﾉＷ)伝統Ilj場は常温販売で，卸

売ilj場でもコールドチェーンが切れる（深澤

2()０６)。、’７

１１１;｣'１１の対応は，Ⅸ1〈のjⅢ()である。背森のI)ん

ごｉ轍'１１は，IlilmiiかI，)のﾙｉＭ』がある。かつてはりん

ご｣|:雄殿が需班を｜:1,1つた場合，ジュース等bl1工

''１へ一定量をliilし。２１：食''１()んどの価Ifflyjl上に歯

''２めをかけていた。ll1ujl沖からの友IUliな果汁輸入

｣W人で調譲ｲ《､[能になっていた。青森ﾘiLのりんご

杣|||は，かつてＤＩＩ］:りんごが'11っていた'１１内の需

給｢iW終機能を染た-J‐ことが飾一の|=I的になってい

る。台湾への輪llllilピル|）ｊトン（2003年．’１１県輸

lllの95冊が合符|/IIけ）は、i1i森りんごにとっては

四lljl4県分Iス｜:のマーケットに|{１判している。

しかも下位/,１１，ではなく，ｉ<ｌｉ位鞭級の－．定賦を国

内ilj場から隔離することになり，国内生食１１１の需

給を宏定させる.ｌｋｌとして機能している（深澤

200`|)。．'樹

なお，青森りんこは台湾へはＣＡＩ１ｊ:蔵で輪lllさ

れ，十ＩＦ班１１１１のlll1lillにもIlj場にllllu1っている（深

澤２()０６)。*'’その一ﾉﾌﾞ，反野産()んごは差>)''化

のため,完熟リンゴの台滴輸ｌｌＩを2004〈|:にはじめた

が，’'１荷１１ｷ'０１が|Ｉいれ，｜llllillまでもたない。１１１

形j)r；は低品f'[u）「111形)》1i」（ﾊ災リンゴが台湾で出

1,'０，ブランドイメージのIiii:ＴＩを襖索している

(ｌｊｆＩ/|:兇善ｌ１ｌ１「食の台滴ilj腸を|(iけ」『交流Ｊ２００５
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るが，輪|{|の大半はi1i梨系の二十世紀梨である。

こｵlは，二-'１１ｔ紀梨がlli:蔵性に優ｵ１，そのため船

便での輸送にlIilえるためである（フレッシュフー

ドシステム2001)。､訓

二一|世紀梨の輪'１１は，I933fl2に大連や」2海向け

に開始された。その後，ＷｌＩやＩ'１近東などにも輸

出された歴史がある。１１)'0〈|；には，イ|壬間で1,841

トンが輪Ｉｌｌされていた。当''1Ｆから，東南アジア

(香港やシンガポール）では，ｌ１ｌＷ(節のお供え物

として需要がﾉくきかつた。1985年の１万3,500ト

ンの輪''1をピークに．その後'１|高と111'五l産や韓国

産の競争にl111されて哀j&し，」〕ld;の輸出実績は

2,000トン樫唆になっている。とくに，従来は大

きなTlj場だった否港での扱いが激減している（農

林水産技術研究所2006)…

台湾向け輪'11では，1970年代には東南アジアトッ

プの輸入国だった。ところが’981年に輸入禁止

になり，1997年にiliI)Mされるまでは16年'''１のブラ

ンクがあった。その後，2002年の台湾のＷＴＯ加

IMlにより，輸入品が仙人ざｵlることになった。関

税割当枠（税率１８％）が400トンから49,000トン

へと大幅に拡大された。

梨については，これがあだになった而がある。

というのは，｜則悦;IIl1当枠に応募が多いので，｝111

選性で少鼠の枠をもつ業者が多数存ハルたから

である。毎｛|{業背が入れ杵わるため，輸冊業者

が輸入業者を選定しにくくなった（果実実日本

2004)｡傘沁また，入札（ｲﾄﾞ未に１年分）には新規

参入が可能となり，梨と無関係の企業が参入して

換金を急ぎ，｜[ＩＴＩﾐ１１に１１０税ｌｌｉ１ｌ当枠を使い切ってし

まった。本来の梨のシーズンまで，関税割当便１１１

を使う企業が少なくなる弊害が生じたのである。

なお，｜[|正月にｌｌｌｌⅡ|っている輸入梨の大半は，韓

国産の「新高」である。本来生食ではなくキムチ

１１１である（宇佐見２０()5)。戦２７

産地の鳥取では，低ilU{１１１:蔵の技術ノウハウが不

足気Ⅱ/|<で，高,ＹＩＨを低iMlIi:蔵で維持する難しさに

直面している。また}2003ｲ|ﾐには，鳥取産梨があ

りえない季節に「)為IillX産」のブランドを印字した

産｣'１１偽装梨（,'ｉｉ１１１ｌ１ｉは「斬荷｣）が発見された。こ

の覗態に対して，ｌＺｌﾉＭ１１ｌが台湾当局に指導を要請

している。

鳥取県のヱー|･'１１:紀ji1は、１０kgあたりＣ＆Ｆで

年７月151二Ｗ).］

く事例Ｂ３：その他の'１Ｉに|｛1けたりんご輸出〉

中国へのりんごの鮒lllもはじまっている。販売

価格を産地同ｉ１ｌｌに比鮫してみる。111束省藤5009

3.5元，米国産8.5元，ニュージーランド産7.5〕6に

対して，、水産（300-3509）は25元である。値

段ですでに１０倍近くの(llli格溌がある.2003年から

は，青森りんごの'''111本二1名|/りけのテストiWilllがは

じまっている（果兆'三１本２()O(1)譲馴

タイは関税率が60％とiIPliい。llIlZ1藤りんごとの

価格差が10倍以上ある。｜]本I唯のむつが１個125

パーツ（約１バーツ＝約３１'1）に対して，IlII玉l産

のふじは１個１０パーツである。ll1llilとタイは，

2003年10月以降，Ｆ'1,Ａのアーリーハーベスト協

定を結び，野菜・IIL災の'１１税がW(廃された。それ

以降，中国産りんごの扱い荷はＩＩｆｌＷしている。日

本とタイのllIIでもＦＴＡ協定を結ぶ方lfilで話が進

んでいる。この行方次第では，［|イパリンゴにもチャ

ンス有りとみられる。

欧州向け輪'11のりんご輪ｌｌＩは，「Ⅱ11｜りんご園」

という生産：音がｲ丁苫である。H1111Cのりんご園は，

日本で初めて「EURIi】P(}ＡＰ」（ＩＷＩｌ小売業ﾄ11体

通TIﾐ農業規範）を１１)(i(ルている。｜lil内でもｆＩＨ塵履

歴表示リンゴの試売を行ったり，安全性・表示へ

の取り組みに熱心である（Ⅱ1112004)｡､型

米国に向けては，191)5<|:よ()青森りんごが輸出

を開始している。米ＩＥＩのりんご輸入は，１９７１年に

自由化されたが、Ｉｉｆｌ物防疫法の規定で，病害虫存

在国からの輸入は禁llzされてきた。それが1993年

以降解禁され，ニュージーランド．米国，豪州な

どからの輸入が解禁された。その対抗橘殻として，

米国へのりんご輪111がはじまったものである。ま

だ量は少ないが、指定Nil｣Ulの設)上やアメリカの検

疫官の検査などを受け入れての輪|||である。米'''１

に日本の折定する検疫１冊慨を維持させるとともに，

アメリカ産りんごの輸入を瀧ililけるＩⅡいである。

ある程度は採算腫外視で輪lllされている（果実日

本2004).郡

く事例Ｂ３：二十'１１:紀梨〉

現{E，日本|、内の梨は「幸水」「盟水」など赤

梨系が多い。iiIj1IMHで全!'ﾐi魁両の711;'１を,1iめてい
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１，０００''１，中国産二-１世紀梨は１，()()()lIl以下である、

価格競争は厳しい（フレッシュフードシステム

20()`|)議璽一方では，’''１秋節用のギフトとして４Ｌ’

５Ｌの大玉サイズがよく売れるため、マーケット

としては台湾は魅ﾉﾉ的である。｜[|]|{１１需要に合わ

せるには､９月に収礎した梨をIli:蔵しなければな

らず，鳥取県では「氷ili利庫」利１１１による貯蔵に111

り組んでいる。２()Oｲｲ｢度からは，Ｗ:111の貯蔵施設

を蜷備して，台滴の'1]11ﾐ月に|{１１けた′|x格輸出を|］

脂した（フレッシュフードシステム2004)｡薫製！

なお，梨は台湾でもｉｌｊ年10万トンu-l:生産され．

|_|本から接ぎ穂を輸入して生産されている。，Hl1iI1i

としては，「豊水」と「辛水」がある。ｎ本から

I11Ii度センサーを輸入し，高糖度のｌ１ｌｉＩ１１１ｌ１を高級梨と

して''１荷する取り細みもある。台湾の「盟水」は、

iHi｣111で60元（約190111)／l(gであり決して安価では

ない（果実|｣ｲﾐ200ｲ)｡拳,）

ような仕組みが作られた。国|ﾉ､Iでは需要の少ない

5Ｌサイズの特ノミ,W,のみを}||付し，国内外のｆｌ,;班

バランスを|IILつとともに、’11場の維持と生産背二Ｆ

取りIllli格の|イリヒに貢献している。2005年２１１には，

シンル1《－ルと蝉国で、11111皇|の111場調査を実施し

たり，北iiljjiiフェアへのｌＩｌ１１１ｌ１などを行っている

(農林水産技術Iil{究所2006)｡.､’

④いちご

棉岡はアジアに近く，上il1jilf港ならば|||荷後

l211f間で｣)』｣UのＩｉ１Ｔ蚊に並ぶ。」jlllの利を生かして．

編同県ではいちごなどの輸'１１（上海，香港，台ii/ｉｉ

ｌｌ１心）に取り組んでいる。甘くてﾉ〈きいイチゴが，

アジアの大部ilj部では人気になっている。ただし，

韓国から,ＩＩｉ１１１Ｗｉを偽ってたまがい物が輸出されてい

るのが問題になっている。

⑤日本茶

［１本茶は1859年，横浜|;M港と''111#に生糸とｉｌｌ（ん

で外貨獲得手段として北米へIlKんに輸出されてき

た。その後ililWlで輸出がストップしたが，196()ｲ'１

代以降はまた[|W11l1が再開された。しかし．国内で

の需要拡大や''１|到茶攻勢などによ()，2001年には

253トンと山上ﾊﾑ悪になった。そのころ，米lL1へ

の輪}'１には兇U”をつけ，欧ｌＩｌに輪''１のターゲッ

トを変匝した。illi欧には現在、’１本茶の取扱漿行

が20～301m|:ｲiYlLている（農１Ｍ〈産技術研究所

2(106)。*狸

この辺のrlililiは．欧州向けの紘枇の輸出にも此

通して見られる。

くその他の背果物〉

①かき

2005年に’億7200）jlIlの輪IlI爽統がある。その

うちの52％に当たる8,800万'１１は，ダイlrj1けの輪

|||である。1999年上lriは19911／kH’２()05年は284111

／kgで，ここ数l1fiIilllliが上がってきている。

②みかん

約９割が北米|(りけに輸出されている。温州ミカ

ンは，ｌｌ１治中IUlから輸出されており，北米では

｢クリスマスオレンジ」として知られている。１９８３

〈|:ごろには，２ノブ5,00()トンを輪lllしたが，プラ

ザ合意後の急激な''１筒やIlIlIjl・韓lIjl産の進出で，

iilf少傾向が続いている。最近では，5,000トン樫

1Qiとなっていて，輪１１１先はカナダが多い。

③ながいも

国内の消費品には限界があり，慨作でも一定の

Illli格が維持できるような販路を模索しようと，薬

lINi料IllW1の需要が大きい台湾へのi1illlIが始まった。

｣上海道の十勝地/jの７つのＪＡが'|Ｈ１韮する「-|･lMi

lll西長いも」は｣)A化台湾向けにｲ|:１１M970トン（２

億300万}'１）の長いもを輪Ｉｌｌしている。輸出に際

しては。国内流迦,Ｉ１ｉ１ｌと|両I等の鮮唆を維持するため，

iIl11二i港からの輸送には，他の,'二,１，物とＵ)混載しな

いようにしている。３℃に維持されたながいも専

111の冷蔵コンテナを他１１]し，雌獅｢|数で到着する

５東アジアへの農産物輸出（２）：国別の現況

つぎに．囚>}|lに輸出の状況を見てみることにす

る。台湾を除くと，日本の農旅物はブランドとし

ていまだ定iiｷﾘｰろまでに至っていない。ただし，

高価格プレミアムを礎得しているＩＩｉｌ,口はある。

（１）中国の日本産輸入農産物

’三l水産iIm(州ミノノンは800万トン以上，ふじ（り

んご）もⅡ水以｣二のとt産風があるといわれている

(鈴木２０()い゛郷中国は，1999『|:に．「1978ｲＩＨ

ＵＰＯＶ条約」にjjll脇し，穀物・野菜を｢''心に()３

{ｌ１Ｉｉ類の農産物を保護している。’'１国特有の法ilj'１座，

取丁)|の流れ，皿ＩＩＬ)検疫などの試験輪Ⅱ川および｣二
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（２）タイの日本産農産物

日本のiiliの」i&大輪ＩＩｌ先である。１１１国とＦＴＡ協

定を結んでおり，【'1国からは１１M柵;性の，タイから

は熱帯の腿作物が111荷されている。日本の果実は，

評(iliは高いが，111(関税のIlIljjlの果実に対抗が難し

いというのが1M状である。一方，「1水食ブームで，

'三１本農産物の見水11Jは大成｣ｿ)である。Tli場として

は有望であるが，インド方Tiliへの中継基地として

も将来性がある。｜]水食ブームとセットでパッケー

ジ化した対漿が有効と考えられる。

なお．Ｊ|〔ifiアジアlfilけ輪'１１では，農産物の収艇

から輪lIIjlllまで，般短で７～18日かかる。輸送コ

ストは，国内共選場からのllllMj販売Iili格に，jmitY，

輪'11諸経ﾋﾞﾘﾋ，保険，卸・小売り経Y1i・利益などを

｣二乗せして計）?:する。輪ｌｌｌは，２０フィートコンテ

ナl5tlUillhで１０～15万'1１（lOll1／|(9)，海上迎賃

は台湾まで20フィートドライコンテナで，３～４

万''１になる。冷iIliコンテナでは１０万1Uである。す

べてのコストをＩｉ１ｉみ上げると，’三１本での船渡しＩｌｌ１ｉ

格の２～３傭で販売される。2003《ﾄﾞの巡閲統計で

は，中国からの輸入リンゴ`IOl11／kgに対して，’三１

本からの輪''１リンゴは920111／kgと推計されてい

る（フレッシュフードシステム2005)｡護3７

海での試食データ（2004<iZ911～2()O5flﾖ２月）な

どについての評３１１１は，ジェトロ（2005）『平成１６

ｲ'三度日本食品等iilj外i１７場|)；ｌｌｌｉ１ｌｉ錐突他報告書：試

駄輪'１１．試食調査（｣::海生鮮染ﾘﾐ)』に詳しく述

べられている。率３１

農産物と奇＃剛は，2003年の11ijlli<j物検疫にかか

るリスク分析Ｂｌｌｌ''にしたがって，ｉﾘ)めて''''五|に輸

入するものは輸入iil:TilをIlI1-iilにリスク分析作業

を了する必要がある。他の川AIliI1もあり，現状で輪

'1|できるのは，従来から輪１１１ﾘ鍬Illのあったリンゴ

とナシだけに'11(られている。｛iilll許可I1ii11l=|の視点

からは，ナシ，リンゴ以外の,１ｍ'三|拡大には時llMが

かかると思われる。’三|本藤の生鮮果実が，（|:'''１を

皿しての売場をWl1;|ＩＩＬすることはり|:淵に難しい状態

にある。いちごやl11iなどは、jmlM1ii1:ｉｉｉが下りず，

ジェトロの実駄でも炎験さえできなかった。

［'１画向けの腿産物試駄輪111は数ln1行われた。首

尾良<行く場合もあれば，１１１国mliでの溢難にあ

ることもある。フォークリフトによる果実・↑､iへ

のダメージが多いことが報告されている。二十|U：

紀梨では50％，さんさでは60船以上の果実に傷が

認められた。ｌ]水１１１荷||ｻﾞと比ると，’''１ｺでの植物

検疫終了'1寺にAil1li1i劣化が起こる場合もあり，｜[|荷

後の品質が安定しない。現況では，せっかくのプ

レミアム価値が維持できない。

試食販売は「｣二海久光」（ＢＩＦ）iLr染販売コー

ナーで，４回行わ;|'た（アンケート調査は計515

サンプル)。｜]水産の果実に対する印象では、回

答者の59.6％が「美ＩｌＬい」と評''11iしている。以

下，「価格が荷い」39.0％，「外観がいい」37.19ｔ，

｢安全・安心」２６.ｲ１％，高級23.1死の順とな(〕，

美味しさが高く評Ｉｌ１１ｉされた。当初予想された「高

級｣，「安全・安心」のイメージは'1〔い回答で

あった。

lMi賀意向では、「|些1家ｉｉｌｉｆｌｔｌｌ１｣，「ギフト川」に

買うと合わせて，７５帖近い|回1審者が「買う」と回

答，「買わない」と[Ⅲ|答したl111lllでは，「値段が商

い」28.2％，「美lHL<ない」がＭｆ,あった（ジェ

トロ2005)｡“

なお，渡辺（2005）では，」:iii松1]:地区（膿業

Wl拓特区）の減腿薬野菜生産｣１mやしんせん館な

ど，現地小売りli1iUi(の状況が詳しくレポートされ

ている。議碗

（３）台湾と韓国の実情

台湾の人'二|は2,200万人である。りんごに限る

とｌ人当たりii1iilIllitは7.2k淵で，’三1本の1.7傭もあ

る。2002年ｌ)=lにＷ'１，０ﾉjllllllしたことを機会に，

生鮮果実の(11入が解禁された。なお，前述した通

り，台湾のＩＩＬ業委員会では，モモシンクイガの発

生地域である|]水・朝鮮半ﾉ;ｉ・ロシア・大陸から

のりんこ・梨・桃などの輸入1ii1Il:を検討｢'１である

(宇佐見2005)｡…

韓匡1への腿産物輪'11は，九ｲﾄ|からだと対岸でも

あり，それほど雌しいというわけではない。しか

し，一部にli/(物防疫による輸入BliliIがある。irW率

の調整関税など，輪''１にⅢＩしては改善が望まれる

ｉＩｉ'１度も存在している。ｉリルいブランド戦略に沿っ

て，日本食をＰＲし，ｆｌｉ要'１１１発が有効と見られて

いる。
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罰金も''０１人とliT1iWiの300万'１１だったものが，

でＩ臆'11までリ|さ上げられた（萱1Ｗ2004,

200Ｉ)。.、

改正

野澤
６種苗法・育成者保護法制：わが国の歴史

（１）種苗法とＵＰＯＶ条約

東アジアの壮Ｊ１を検討する前に，’－１本における

植物品刺iliil:保誕の歴史をI1ii1i1liに1級I1してみること

にする。｜]水の,Ｉ１１１Ｉｉｌｉ保溌I1iIl度は．「ｌｉＩｊ物i9rl1l1I1Iili保

護国際IiilllM（ＵＩ〕０Ｖ）条約」に対I1ijする形で進

展してきた。1961ｲ|畠にＵＰＯＶ条約は，iIli欧12か

国が力'''１Mしてはじまったが，保継対蚊とする,WI敵

は，西欧でWjQllIfされている,IiMiliに|U(定されていた。

当初，’三|本はli1条約に､ⅡMIIしていなかったが．

ＵＰＯＶ基i((;に合致するIIiMjlilliL純llill度として，１９７８

年に甑iYj法がilil1定された。ｉ１ｒｌ１ＭＨの育成背による

品種登録のIIIlfiiiT1・能になったが，，W1NiXf録により，

その品諏の販売・生産・輸入に対する|〃他的権利

をもつことになった。しかし，蔽録対象は365種

類の極のみであった。

1978年，ＵＰＯＶ条約改IIi（78(i二条約）には，

日本含め33か|、がﾉⅡ1MMした。この|Iｻﾞ点では，ノ1111M1

国が目|､の状況に応じて，に１１１１に対象,W1Iiliを定め

られるようになった。ｌ]水は1982(|{にｉｌ１ｉｌ１ｌ１ｉ法を改

正して、７８〈|{条約に力'111Mした。Iilil1IIi法改Ⅱﾐにより，

品種蘇録を受けられる外国人の範'111が拡大された。

なお，１１１国が1999年に〃llllllしたのは，この「78f'三

条約」である。粒物．111『菜をI:'１心に631ililljlの農産

物を保謎している。

1991年，ＵＰＯＶ条約が政J［された（91〈'二条約)。

日本を含む28かlr1がこの条約にDllMlしていろ。９１

年条約では，Ｉ１１Ｌ謎対象が「全植物」へと拡大され

た。育成背椛の範llI1も拡大され，収1m〔物からのＤＩｌ

工品や従屈,W巾|i，販売以外に「保管」「輪ＩｌＩ入」

などの行為も対象になった。また，｜当|家IilWif1は容

認され．｜卿'１存続IUlllIlが延長さ;１１ることになった。

原則として､一般には15年ｕ｣:から20ｲ|:以｣了:に．

永年性植物については椛利lU11N1が18<'三以_上から２５

年以上へと延長された。

日本はこれにあわせて．1998ｲ1：にi1li1l1Ii法の全面

改正を行った。また，2003ｲ|畠にもMh1lli法とlILI税定

率法の－．部政Jliが行われた。これまでのll1111ll対象

は種苗の段階に対するものだったが，それが「収

穫物」段階で発見された樅ｆＩｌ侵害も処》l1iil､能になっ

た。なお，それＵ(前は，I1llIliliilではなくｌｌＩ害１１冊臆

など民事訴訟での対応であった。また，法人への

（２）日本の知的財産関係の法制

くXll(ＭＩｲ産大綱の策定と知(I<111ｲ産』L不法〉

2002ｲｌＨ７１１，「知的}|ｲ雄立|､」にむけた政１１:fの

基本liiii岨として，「知|)<11(ｲ産|同I大綱」が莱定され

た。Ｗｉ物の育成者椛は、特許ｲ１１；とならび，知的財

産樅として記ililtされた。ｌｉｌｉ物,１，ｊ１１ＩｉＭｉの保継に関して

は，新,l1Mli辮査機１１Mの廠縮（111論ｉ１ｉ勝の電子化な

ど）がなされることになった。育成者樅侵害品対

策については．腱林水産省で「ＤＮＡI(ii1illi識別技

術」の研究を進めており，いちご，いんげん，稲，

いぐさ等では，識))'１技術がIii(|;立されつつある。た

だし，Ｉｊｉ査態郷は，輸入liUWﾉⅢに対応するには不

十分である。なお，2004112度からは、税Ｉ)ＩにＰＣＲ

(1)olym(9】･ascChail1RCactio1)）渋Ii1i等のＤＮＡ

分折装'１１tをmWiし，輸入腿産物のＤＮＡ識))||を行っ

ている。

く知｢l(ⅡＩｲ産'11;に|腱Ｉする|Ⅳ境''１;lWiの改善〉

llLWjl定率法が2003年に政TI{さ札偽ブランドや

麻薬，拳銃等とlil様，「育成樅Ｉ災害,I1ili」も輸入禁

制,'W,になった。iiij外で述法に紋｣lIfされた農産物も，

没収や廃棄の対象になった。後述するように，例

えば，２０()4flSIJiからは．ｉｌｌｊ外からの輸入切り花

(マレーシア，’'１国産のキク）に対しては，ロイ

ヤリティを支払っていないＩＷ１Ｗｉは輸入叢し止めに

なっている。なお，関税定率法政iliにより，育成

者は近くの税'１１に輸入差しIこめをI|'し立てられる

ことになった。生鮮物は３１三ＩｕＩﾉﾘに税関が違法性

を111110｢せねばならず，辿速なIiAW｢を下し，水際で

の差しIこめが可能になった背);1には，ＤＮＡ品種

識)}11技術のIii('1立がある（竹村２００４)｡､ｲ｡

（３）各国の植物品種権保誰法の制度

以下では，遅れてＵＩ〕０Ｖ条約にﾉⅡ'１１Mしてきた

束アジアiMi瓜が，他物,Ilil1IililiMI鋤について，どの

ような対応をしているのかを見てみる。

①''１国

【I1lli1は，’二1本への主嬰な腱藤物供給国である一
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育成背liili侵害の状況を，［Y,'三|>}|昨rllWIIとしてまと

めてみる。インクカートリッジやビデオソフトと

li1様に，せっかく|]本人が発lⅡＩ（宵Ijii）した知的

'1ｲ産がアジアi渚囚では無断でコピー利１１)されてい

る。被襟は当該国だけにとどまらず，ロイヤリティ

を支払わない農産物が輪|||されているので率態は

深刻である。

方，いんげんまめの「雪手亡」などについては，

コピー農1』i<:物|Ｈ１題がある。「'１国は「ＵＩＤＯＶ７８年

条約」Ｄｌ１ＩＩＭｌｌｊｌで，保護対象は全植物ではなく，穀

物・野菜を''1心に．６３種類の農産物を保継してい

るだけである。９１年条約へのDllMMi(I:ｌ１ｌｌｉ１ｌ１ではある

が，現状ではfMI物を保護対象としてはいない.

②台湾

1988ｲﾄﾞに「ｌｉｌＩ物種苗法」制定した。８１)ｉＤ１ｉ航（野

菜54ｉｉｉ，花きI!)｛１１i，采樹15種．雑Ｉｌｌｉ食物li1li）を

保護対象としてきた。ＵＰＯＶ条約にはljllIIlLて

いないが、条約の趣旨に添ったWihIi「ｌｉｌｉ物Ｉｌ１ｌｉｌＫ及

び極iIfi法」の法案を2(ル1年に公(ijしている。

③韓国

韓にＩから|｣水へは．生鮮野菜，切り花（バラ，

キク），架などを輪}I)している。2001ｲ１２｢|水の

｢とちおとめ」の無許可栽端hilがみつかり,’''1題

となった。1995年に「種子産業法」をiljll定したが，

保護対象はIl3jIilliに限定されている。２()03年１月

現在，いちごは含まれていない。２()O2fIHに，９１年

ＵＰＯＶ条約にﾉﾉ'１１１Mしており，２０()()イドまでには保

護対象を全械物に拡大する予定である（萱野

2004)。．Ⅱ

④米１１１

米111では．lid物特許法、植物Ｉ１ｉＪ,↑jlil11L池法，特許

法の３つのiﾉi律で植物新品種が守られている。植

物特許法は，)'1(性繁殖.植物の新,'１伽liに適応され，

自家繁殖は認められない。植物ｈｌｉｌｉ(１１↓謎法は，有

性繁殖柄物にjEilllされ，自家採11(は［〃(Ｗ条約

に連動して許可されている。

⑤IDU 

もともとＵＰＯＶ条約に基づくＥＵｌＩ１Ｍｉｌｉ樅H1則

がある。〃'11111台|工|の国内|)１１迎法に侭Aiして．植物

の新,'１１hmを保謎している。栄謎繁liIlllli物の'二l家

増殖は，Ｉｉｕでは基本的にはｲ〈１１１である（野口

2004)。窯'瞥

くllilmll）ｌ：韓国のいちご〉

雑ｌＩｌでＩＩｌｌｎｌっているいちご,Ｉｉ１１,bitのﾉ<半は，「レッ

ドパール」「とちおとめ」など|と|水で育種・登録

されたものである。育成者の許諾なしに違法増殖

され，被害が広がっている。「レッドパール」は

愛娘ﾘiLの育価椛者が韓'五l農家と許諾契約を結び，

日本の業背「迎合水産」を皿じてのみ日本への輪

'１|が許されていた。しかし，１１，１iが蝉[H1内に広がり，

他の紫什も｢|本へ輸出していたことがわかった。

轡告文の送卜|により，大半は販売をやめている。

｢とちおとめ」は育成者の許可なしに持ち出され

たものである。

〈7111ﾀﾞ１１，２：マレーシアの菊〉

ノ<《三F行郁会社の「精興園」（広島ﾘ｢L）の調べで

は，‐ルーシアなどからの輸入菊には130種あり，

うち30111iは|同ｌｉｌ:が育成したものだった。違法輸入

liﾉ｣り化が|｣illﾉ１１１１場にも影響をﾉﾉえている模様であ

る。ただし．2005年以降は，キクの育種会社の大

Ｔ２社である「キリンビール」（アグリバイオカ

ンパニー）と「楕興園」が輸入IWi社の協力を得て．

マレーシア（''１国）で違法ｊｉＷ(されたパテント付

きの/,ｉ１１ｈｌｉについては，日本へ輸入できなくなって

いる（竹村2004)。*'3

〈J1i例1)３：アジア各国のバラ述法増殖〉

バラは栄養繁殖系のため，ハＩｉの哨殖が簡単であ

る．辺ＩＦ，アジア請国から’１本へlrlIけて，バラ切

り花の柿''１が墹えているが。その７判u-Lが不正

収他物という情報がある。１１本へのバラ切り花の

輪''１が多いのは韓国，インド，ll1ljilである。各国

の官公庁や｣'２産者と話し合っても．ロイヤルティ

徴収はたいへんである。１１ｹには，水際防]上で輸入

を策し'こめている。

’１本のilliiIlIi法では自家墹殖が許されていたが，

７育種権侵害の実態と保護対策

（１）育成者権侵害状況

国)}'１に法iliIl度はjlILなっているが，ノ,Lﾉ|〈'1<1にill的

所有権（fi11IiWii）の侵害は違法であるとされてい

る。ところが，フミ態は植物にIl9しても述法行為が

後を絶たない。以下では，東アジア諸'11における
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種苗法改正で花き繭では20脚X-I:がｌＬｌ家1W殖を禁

''二されることになった。バラもその－つではある

が，育成者の立場からすると，できれば全](f録品

種で自家｣WlMi祭I|:になることがEMuである（鹿野

200(1)｡慧馴

(ゆきてぼう)」は，海外への許諾をlllしていなかっ

たが，，IllIil，プノナダに旅ｌｌＩした。北海道は99年か

らＤＮＡ織)''１技術|)'1発に着手し，’''１ｴ1塵リンプル

を収集し，２０[)2(l:１月に1111到藤いんげんまめが雪

手亡であることを公表した。ＤＮＡ鑑定など，権

利侵害に対しては科学的手段に訴えることが重要

く事例Ｄ４：中国産白いんげんまめ「雪手亡」〉

北海道が育成した|÷Ｉあん川インゲン豆「雪乎亡

である（竹次2004)｡箪綿

表３近年の育成省権の侵害・対策などに関する主な流れ

年ノＩ 内 容

Iljjl}に鯨ｌＩ１１韮「とちおとめ」lll回る

Ｉｌｌｌ副藤「大手亡」が、」kiiIjjuの,ﾄﾉ!極「雪手亡」とＩ)ＮＡが一致したことがIU1らかに

2001ｆｌ２２ノ１

2002年ｌ））

2002年２１］ Ili腱騨ｌｎ１雁「とちおとめ」｜{|回る

lAllHl府，力Ⅱ的Ⅱ|産ii1111H会J1Ri没ＩｉＪｔ同

熊本ﾘ１１など，イj1Y俊良,},liill「ひのみどり」の]〕ＫＡ１Ｍｉｉｌｉ:iil>''1技術IMI苑と発炎2002iｒｌ１１ 

北illj道が維鋤Ｊ１人協,iH会に対し、「雪手亡」を輸入しないように要諦2002fｒ５１１ 

内１冊ｌ１１１ｆｊｕ１的ｌ|ｲ産戦llH大綱決定2002年７１１

W1ilMlﾘﾘ1．腿産物のklli11lIlIyiを僻i極する戦略研究会iMkll'ｔliil 

野菜茶瀧研究所，イチゴのＤＮＡ品極論)}11技術'''１発と発表Ｉｉｉｌ 

｢fjrljY荷|i榧11;対鍍1i}}究会」初会合（1111までに３１回1）2002イド９１I 腿水i｣『，

,114水箇， I)NAA1IiiliJii)llI技術検討会」初会合（１１１１までに３回）liil 

椎熾輸入協搬会，「辺r「亡」輸入防１１２に，自主検盃決定2002年 O） 

筒成育で組織-J．ろ!G'''1$１１縦，「航物品極保謎liiM3フォーフム」発足

奈良U,１，イチゴ「アスブノルビー」を無it)iでiiIj外に持ちlllした業者を脂柳同

Ii1 

2002flfllll 

腿|ﾎ水ｊＷｌｉｊ朏技ilii雅錐振りl↓センダー，登録ｈｌＩｉ１ｉの樅fll役;!;についてのイビ図アンケート公表

｣bilIj道，［ｌ１ｌｌＩｌ潅「大手亡」

Ｍ勝省.|Ｗﾄﾙｲくくり?'ﾊﾞﾄﾞ,iM1会．

が救垪試議でも「雪｢亡」とIljnE．

2002年１２１１ 育成背権を輸入禁制,ｌｉｌ１に編泥すること決定

腱水筒．「Ｍ物のI〕ＩＷＭＭＷｉ識)lＩについての１１`水仙WI意llijri」（ガイドライン）公災2003(121）１ 

illilMl県．「腿産物)ⅡｌｉＭ１ｲ旅戦略」発表2003ｉｒ３)ｌ 

同

li1 

知的昨r1L水法施行

llL&Ｉ研究所．梨・桃でＤＮＡ１Ｙ,極識別技術|)１１発，と発炎

改'11119税疋2｛(iﾉi脆｢『2003ｆｌ２４)１ 

~￣ＭｊｉｌＭｉ会i(I:､ｉｌ１ｌﾘ111〈｡など､輸入業背から特許'1徴収1111船同

2003<1:５１１１１８イチゴニi：藤迫りｉＬで．「I2Hir1物知的財産権保謎ネットワーク」発足

2003(Ｉｉ６)÷１１蝉l1il腿林(|;が，’三|水のイチゴ,7$砿を種子産業iﾉiのI1ILiiu対象にすることを|ﾘ11)かに

2003{1§７)１１改i1iiiii1l1i法が施行

iWiiVi億JM1センター，比'|ijfM（端試験の支援開蛸Ｉｉｉｌ 

-;:;淵H-綜蓋-A蒜hl淵'111片示|慧雲譜i壼i雪ｉＴｍｍｍｍｆ（
注）｜]水118鞠ilIl1でのlUlIitを〈1§11のＡＬｉＩｌｉとした

（２）国内農家の問題

日本国|ﾉﾘにおいては，基本１１《}に腿家に自家｣W殖

の権利が認められている。しかし，｜芒１分が使う以

上の苗を蜥殖し，ｉﾉﾘ外に流している囚内股家が多

く存在する。腱林水藤最新技術産業振り1センター

(STAFF）のアンケートによると，lnl溶者（640）

のうち，ｌ()0件の侵害Ili例のうち`|;I{ｌｌｌＸ｣L:で，何

らかの形でIrl内腿家がiilj外のおける|i((物,lil1極権侵

害rli件にlIllわっていたことがわかった。

大分の腱家が育祁した'１１橘,砧祁「住i膿の香」が
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蝉国に無断でllllITlつた事件には，熊本の農家が、

佐賀県の「さがほのか」（県外への許諾をlllして

いなかった）がﾘﾊ外で栽培・ＴＩj場Ill荷されてい

たのも，県内農家の有償での揃流しによるもので

あった。

他方では，一ﾌﾟﾊﾟl()に１V,種椛を(IIL池するのではな

く，微極的にF11Illを１１/(大しようとする動きもある。

韓同では，ようやくいちごにもflii丁･厳業法の保謎

が与えられることになった。「１本への合法的輪llI

がj卿えることにつながる－７八「|水にとっては．

催艮品種を海外でiUf及させ，許識料を徴収できる

道が広がったとｌＪｉ定的に考えるケースも|}'てきて

いる（竹次2004)｡＊１５

が|｛Ⅲきやすいのでみかんのl9L獄なブラジルでも瞥

及)，きやくつ，ほうれんそう，｜iii，栗．梨など。

新しくマンゴスチンを定着させたのも日系腿家

であった。

また，らっきょうもピクルスの材料としてブラ

ジル人に11ｌいられているという。コショウ'''心の

iii作農業からリスク分散のため，ＪＩＣＡのブラジ

ルの農業試験場が研究を亜ねて普及させたのがア

セロラである（JICA2004)｡*'〕

’二|水食の普及では，寿司やDJ簡など単品の食,'Ⅱ１，

の他に，久而|道夫氏らによる，「マクロビオティッ

ク」という食亘|『体系が，米囚や欧米で広く受け入

れられている。マクロビオティックは，日本71,.来

の食の知恵を生かし，土地のj1ri物・精製しない殺

類や野菜を'''心にした食事体系（および食餌旅法）

で，米国で60-70年代頃からiUf及した。久司l〔は

『ニューズウィーク』の「１１１界が尊敬する100人の

'二1本人」に選ばれている（2004年)。温帯地域で

は，玄米食，ごま，野菜，ｉｉｉ７ｉ１Ｉ，みそ汁などが腿

本になる体系（持ＩＨ２００５)｡.『`！

（３）コピー防止の対策

育種権侵害に外|仇するために、ＤＮＡ識>111技術

(ﾉ)硫立などが進められている。その一方で，’二|イミ

llillA1法で育成昔椛の侵害を差し11:めることができ

ても，外国における生産・販売にはWii利が及ばな

い。外国においては，育成iLr樅にあたる樅利を

取得する対策を考えるべきだが，それには，現

地でその械物が保護対象であること．つまり'１１

下図における国内法の整備が前提となる（萱野

2004)｡､17権利侵冷1ifl[酊物が輸入品として[|本に入っ

て来る場合を除くと、根本的にこの'H1題を解決す

る古案はない。

８結語：日本からの農産物輸出と食文化の移転

はセットで

アジアのｌｌｌで，’二1本の農旅物がもっとも浸透し

ているのが台湾である。lIrb1llの輪'11シェア（2005

年実績）を見ると，米（精米）で26％，りんごが

9(１％･梨`１７％、柿で17％であった。台湾の輪''１シェ

アが突'1Ｉしているのは，’三|本のブランドが受け入

れられやすい索地があるからである。台湾ついて

の「なぜ」に答えることは，ブランドニッボンの

未来について考えることである。それは，「1本の

農産物の強みを客観的に分析することでもある。

晶後に，Ⅲ本の農産物の訴求点は，健LlIで安全

で美味しい食材を提供するrljであると主張して，

本研究ノートを締めくくりたい。

第二次111界大戦後，［1本は欧米から多くのブラ

ンドを受け入れてきた。食文化に関連する代災的

なブランドは．ユブノコーラ，マクドナルド、ネス

カフェである。商品ブランドを受け入れるとImilllゲ

に，［|本人は欧米から消費文化（生活スタイル）

を取り入れたのである。台湾のiili費者に|と１本の腱

i唯物が好まｲlるのは，それとlrilじIIulllである。戦

（４）原産国ブランド

なお，Ｌ|本については，農旅物に|側ける原旅'１１

イメージ研究は少ない。車や八Ｍ屯『･機器など

については，研究がすすんでいる。腱産物と原産

１１１イメージの|則述については，ニュージーランド

で，とくにキウイの輪111に間ﾘｰるＩｉｌ１充がある。農

産物ではないが，llllElにおける|]水のイメージが，

,1,,1,質知覚とは)ｌｌｌに'1批貿行動に与えるネガティブな

影響については，ＫＩｅｉｎｅｔＡｌ．（1998）のＩＵＩ究が

ある｡案Ｉざ第二次ﾉ〈戦['１、日本Ｔｌ{の1111差>|||爆撃など

があった車慶での調査である。

輸入農産[ｌｍｌ,ではないが，ブラジルへの日系人の

移民により，多くのlZl系在来IFlliの111ｆ菜や!'し物の,１，１１，

柿がブラジルに持ち込まれ、。｝(良され，食卓に晋

ﾉ文した。「背大」など多くのきゅうりの品種や，

｢ぼんかん」（ブラジルでもぼんかんと呼ばれ，皮
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前からの日台の文化交流があって､言語や生活習

慣に共通の土台が存在しているからである。

台湾では欧米のビールではなく，［|水ブランド

が高いシェアを１１１１っている。それは、’161>111企業の

マーケティング努力というよりは，’三１本が文化移

転に成功した結果である。「lIl動本土でも，いまや

｢ひらがな」（例えば「の｣）が雑誌やiNi1lii11パッケー

ジに頻繁に使川されている。ひらがなが記号とし

て美しく見えるからではあるが，その背離には，

反日の政治状況とは矛盾する，’三|本的なii1iPl文化

への羨望や崇拝の念がⅨかに見える。

たｌｌＩＩ１Ｈｌ「['１|画・台澗にlfilけた[１本の腿林水産物の

輪ｌｌｌとブランド係i池」（2006.3.11脱1Wi）に加筆

修正したものである。

､２１ｊｊｊ９}鬼治（2006）「ブランド腿１１$はこうIIlj<」

『'１締ビジネス』１月16[1F)，８０～83頁。

零３２００`Iｲﾄﾞで，’三1本の食料輸入は`196億ドル（輸入

全休は`1,5,17(uiドル)、食料鮒''１は2Ｌ6億ドル（輸出

全休は5,650(､iドル）である。食伽1だけで見ると，

輸入は輪'１１の23傭である。柚'１１１１川|=|では，ほぼ半

分が！)(l介蹴説|蝋WIである（ただし，轍'''以上の額

を輸入している)。Ｈ易統ｉｉＩ・「ジェトロ・アグリト

レードハンドブック」を参１１((のこと。

掌４Ｕ１産物iii外輪|{Iにlf1けたiljjl}調ji1iや委員会報告

；!}誹り)謙細は，ＣI)ＲＯＭまたは}】いI)://WWWjetrQ

Cojl)/ａｇ『|]水食,Ｍ等iiIi外ili場IMi委員会提言で

詳しくＭ１告されている。今後のiiij外ilj場|＃|拓事業

に|ＡＩする』,1本戦HHL（ＣＤ）などに，その経緯と各

１F1のマーケットの概略などが示されている。

鞭５（2000）「輸lllによる「炎代りんどう」の世界

ブランド化」『腿林水産技術研究ジャーナル』２９巻

ｌﾄﾅｰ 

傘６誹し<は．ｌ】tLI〕://ｗｗｗ・dlllshi.】】】affgojp/joll(）

／gclIclli/yusyutu／＋６．ht11】を参||((。

*７ジェトロ（2004）「海外ilj場にみる日本産品」

『ジェトロセンサー」９１号１１〕，Ｉ)I)」2-13．

率８，|〔''１１/ＩｉＩｌｊ（2005）「台満における[|本藤農産物

の販売促進活動合符Tljj9}を}(iけ」「交流１７月15日

弓，

､９宇佐見灘'1Ｍ（2005）「食の台湾iljj場を拓け」『交

流』７)１１５１と１号。

鰈10ジェトロ（2001）「if1j外Tl7jりにみる日本産品」

『ジェトロセンU-l91Ilﾁ。

.'］深i\!守（2006）「ili森りんご」の台滴向け輸出

が大ブレーク」『'12杯水藤技iIjlI(兜ジャーナル』２９

巻１号。

二１２梨ﾘ:Ⅲ水（2004）「ili森りんごの輪'11の現状と

展裂」ｒｌｌＬ災'三|水』ＩＯｊ１ｌ二》・

華１３采ﾘ<|]本（2004）「台濟への果兆輪|{lの現状」

『染ﾘﾐ|］水』ｌ[))1号．112(１，

類’’１（ＪＳＤＡＦｏｌ℃ignAgricultuwllScTvice，Ｗｏｌ･Ｉ(l

llol･ti(PuIull･a''1,1．a(leall(ｌＵ.Ｓ・l9xI)orLOl〕I〕ortuni‐

tics；[.Ｓ・llorti(pultu1でExIDol･ＬｓｌｏＡｓｉａ２００４，

l1ttI)://ｗｗｗＪａｓ､119(Ｍ､屑(ｗ/}】(1)/lDrcscntations／

日本ブランドの成功には，輪|{|先囚への生活文

化の移植が必須である。とするならば，日本の農

産物と食文化はセットで輪ＩＵ（移航）すべきであ

る。二つの実例をあげてみる。

世界的な他Ｉｊｌｉ志向を受けて，｜]水食がブームで

ある。寿司や豆ＩＩｉｊなどのi1ii'W,の日水食の他に，

｢マクロビオティック」という食ＩＩｉ体系が欧米で

は広く受け入れられている。日水古来の食の知恵

を生かした食Ili体系で、玄米食，ごま，1111菜，海

草，みそ汁などが食材として組み込まれている。

日本の腱産物は，元来がliklIjlZと安きlrという特性を

持った差>)|l化されたブランドである。マクロビオ

ティックのような食''1体系と一緒に，食文化の仕

組みとして普及させたほうがよい。

米国の西iiij岸では,「青}１１アニパーサリー(Aoyama

Anniversary)」のような|]木瓜のケーキ屋さん

が人気をⅡ｢んでいる。また，’三1本のお茶と一緒に，

低カロリーで見た'三|にも美しいH1菓子がダイエッ

ト用のデザートとして飛ぶように売れている。日

本風の洋菓T屋さんのケーキには，｜]本,'i/,ｉｉｉのい

ちごや梨など，W1i度が筒<来突が柔らかな果物が

使われている。111莱子の材料としては，独特の味

わいを持つ小豆や香料などが便H1されている。’三｜

本の農産物は，海外では，「健川〔で，安全で，美

味しいプレミアム食材」としての可能性が荷いの

である。

<脚注（中)〉

’1本研究ノートは，鰹林水藤筒からの受紙研究調

査（ダイヤモンドフリードマンド|:）に細み込まれ
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